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 ２回目となったノンフィクション

技術講座。今回はゆっこの最大の壁

に体当たりし、追求していきたい。

この講座を通し、一オリエンティア

ゆっこの自分自身の葛藤をお伝えし、

皆さんにもぜひ自分自身と葛藤して

いただきたいと思う。 
 

Ｑ：はまってしまう・・ 
Ｙ：なんではまっちゃうんだろう？

はまらなければ・・って思うレース

は山ほど。もしはまらなければ、’９

９インカレも、あのレースもこのレ

ースも考えていたらきりがない。な

んで、はまるんだろう？ 
Ｔ：まず、ゆっこには何が足りない

と思う？何に苦手意識があるのか

な？そこから考えていってみようか。

自分探しだね。 
Ｙ：地図読み能力が足りないの。平

面の地図から、立体の地形を想像す

る事ができないの。ルートプランが

思い浮かばなくて、「行けるだろう」

って思って動き出すんだけど、行け

ないの。 
Ｔ：まだまだ、ゆっこのオリエンテ

ーリングを把握しきっていないなぁ。

もっとも、人を理解するのってそん

な簡単なものじゃないから、そうい

う意味では、人のオリエンテーリン

グを理解するってのも同じかもしれ

ない。もっといっぱい話しをしない

と。 
 

 自分自身のオリエンテーリングを知るた

め、またコーチに知ってもらうために、机

上トレーニングが始まった。 

 
Ｔ：このレッグはどうやって行く？ 
Ｙ：うーん。（考え中。） 

Ｔ：３０秒くらいかかっているね。 
Ｙ：尾根に登って、尾根走り。ピー

クに着いて、そのまま下って、道を

横切って、沢に突き当たる。その沢

をぐるっと巻いて、沢に平行してい

る尾 根に登って、その平らな所にあ

る。 
Ａ（友人）：なんで、尾根走りしてピ

ークに着いて、そこから尾根下ると

き何もチェックしないの？不安じゃ

ない？ 
Ｙ：だって、ピークの周りに出てい

る尾根や沢を確認できるか不安だも

ん。今までチェックしようとか考え

た事なかった。とりあえず尾根を下

れば、沢にぶち当たるから、それま

でだーっと走れば、行ける気がする

んだけど。沢がストッパーになるし。 
Ｔ：ＡとゆっこではＣＰとＣＰの間

隔が違うんだよね。ゆっこの場合、

ここ（つまりＣＰ）を通過して、こ

こを通過して、とやっていくわけで、

こ れらの地点を別の場所と間違え

ないようにしないといけないよね。

ＣＰとＣＰの間隔が広い分、間違い

やすいよね。 
  じゃあ、何がポイントかと言った

ら、動きを変える点（つまりチェッ

クポイント）をどうやってとらえる

かということ。どうやって、そこの

ポイントに着いたって判断するの？ 
Ｙ：尾根に登るだけだから、ピーク

を目指すだけだから、そこから下っ

て、沢を目指すだけだから、わかる

と思ったんだけど。 
Ｔ：尾根に登ったとする、そこから

ピークに向かうよね。ピークは結構

広いよ。下る斜面は３６０度に広が

っているよね。どこを下っても、ゆ

っこが行きたい沢に着くわけではな

いよね。 

 そこで大事なのが、さっき言った

「動きを変える点」。ピークに乗りま

した。このピークに来るためにはこ

の尾根を登ってきたから、だいたい

ピークのこの辺に着くよね。そした

ら、そこでコンパス降り直して、沢

にめがけて下ればいいよね。 
Ｙ：そっか。何が苦手？と聞かれた

時に言ったけど、平面を立体に直せ

ないの。で、私の中には勝手に地形

のイメージが入っていて、ピークと

は他より高い場所。その高い部分と

いうのはそんなに広くないイメージ

なの。だから、ピークのどこにいる

のかという部分に、重きを置いてい

なかった気がする。ピークはたくさ

んあって、それぞれが違う大きさ、

高さ、ヤブさなんですよね。 
  私は感覚で、こっちという風には

進めないから、コンパスを降って、

自分の体の軌道修正をしてあげるこ

とは、大切な事みたいです。自分の 
体を意識して、進む方向を変えて上

げる動作、コンパスを降るという動 
作を、これから実際山の中で、くせ

にしていかなくてはいけないみたい 
Ｔ：机上だけではなくて、実際山の

中でどれだけ地形と対応できている

か、できるかも見ていきたいね。今

はその時間がないから、できるだけ、

地図を読む時間を取っていきたいね。 
 
 こうやって、机上トレーニングする

ようになってから、レース後の反省

も少し変わりました。今までは、は

まったところ（失敗したなと思った

所）しか、反省しなかったけど、ち

ゃんと行けたところも、振り返って

みると、穴だらけな事に気付きまし

た。たまたまポストが見えたから良

かったもので、もし見えなかったら、

斜面をすべて下り下りていたかもし

れない。というような恐ろしいレッ

グがいくつかあります。今回行けた

からいいのではなく、いつでも行け

るようにするには、何が必要なのか

を振り返る機会にもなりました。 
 レース後、仲間同士で反省会ではな

くて、言い訳会になっていたりしま

せんか？お互い失敗した所には触れ

られたくないかもしれないけれど

（特に同年代同士）やっぱり、逃げ

ていては進歩がないですよね。これ

も、自分との葛藤ですよ。 

Ｔコーチと ゆっこの オリエンテーリング技術講座 

第２話 アナリシスは自分探し      森田有希子 


